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二
〇
〇

嗣
年
度
　
学
会
行
事

新
入
生
歓
迎
会

　
　
四
月
七
日

(土
)

　

本
年
度
は
日
程

の
都
合
上
、
例
年
な
ら
別
日
程
で
行

っ
て

い
る
ナ
リ

エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
歓

迎
バ
ス
ツ
ア
ー
を

一
日
で

こ
な
す
た
め
の
時
間
制
限
も
あ
り
、
学
会
委
員
側

が
大
変
あ

わ
た
だ
し
く

動
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
四
回

生

の
先
輩
方

や
、
皆
様

の
協
力
を
得

て
、
ま
ず
は
午
前

の
オ

リ

エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を

こ
な
し
、
午
後

の
バ

ス
ッ
ア
ー

へ
と

進
ま
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
　

　

新
入
生
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン

　

我

々
史
学
会

の
役
員
と
新

入
生
が
初

め
て
顔

を
合
わ

せ
る

オ
リ

ェ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
。
ま
た
新

入
生

は
こ

の
オ
リ

エ
ン
テ

ー
シ

ョ
ン
や
バ
ス
ッ
ア
ー
を
通

じ
て
、
史

学
科
で
の
新

し
い

学
生
生
活
を
見
出
し

て
い
く

こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
。

　
　

　
新

入
生
歓
迎
バ
ス
ツ
ア
ー
　
i

n

石
山
寺

　

オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
に
続
き
、
先
生
方

を
交
え

て
昼
食

を
と
り
な
が
ら
、
柴

田
先
生

に
バ

ス
ッ
ア
ー
の
行
先

.
石
山

寺

に

つ
い
て
の
解
説
と
見
所

の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

昨
年
度

に
引
き
続

き
、
J
館
前

に
停

車

し

た

バ

ス
三
台

に
、
確
認
を
取
り
な
が
ら
名
簿
順

に
新

入
生
を
乗

せ
て
い
よ

い
よ
石
山
寺

に
向
け
て
出
発

で
す
。
バ

ス
の
中

で
は
三
台
そ

れ
ぞ
れ

に
、

恒

例

の

自

己

紹
介

タ
イ

ム
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
最
初
は
緊

張
気
味
だ

っ
た
自
己
紹
介
も
、
お
互

い
の
出

身
地
や
興
味

(史
学
科

ゆ
え

に
興
味
の
あ

る
時
代
や
地
域
の

話
題
が
続
出
)
を
知

る
に
つ
れ
、
す

っ
か
り
打
ち
解
け
た
雰

囲
気

に
な

っ
た
頃
、
石
山
寺

に
到
着

。

　

石
山
寺

で
は
見
頃

の
桜
が
満
開

で
、

と

て

も

綺

麗

で
し

た
。
紫
式
部
ゆ

か
り

の
寺
と
い
う

こ
と
で
、
ち

ょ
う

ど
催

さ

れ
て
い
た

『
紫
式
部
展
』
に
足
を
運

ん
だ
人
も
多

か

っ
た
よ

う
で
す
。
そ

の
後
は
広

い
石
山
寺
を
思
い
思
い
に
散
策
し
、

美

し
い
景
観
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
予
定
ど

お
り
、
五
時
過
ぎ
に
は
学
校

へ
戻

っ
て
く

る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ド
な

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
の
中
、
新
入
生

の
皆
さ
ん
、
先

生
方

、
そ
し
て
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
平
安
観
光

の
田
村

さ

ん
、
お
疲

れ
様

で
し
た
。

春
季
公
開
講
座

　
　
五
月
二
五
日

(金
)

天
平
の
皇
帝
ー
聖
武
天
皇
の
実
像
と
虚
像
-

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
学
教
授
　
瀧
浪
　
貞
子
氏

朝
鮮
燕
行
使
ー
そ
の
中
国
旅
行
と
東
ア
ジ
ア
世
界
ー

　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
　
夫
馬
　
　
進
氏

卒
業
論
文
中
間
発
表

日
本
史
専
攻
　
一
〇
月
一
七
日

東
洋
史
専
攻
　
一
〇
月
一
五
日

西
洋
史
専
攻
　
一
〇
月
一
五
日
　 　 ノへ

月 月 水口 口 口

__1

詰 春
　 ノへ

ささ釜
　 　 口

 

秋
季
公
開
講
座

　
　
=

月

一
五
日

(木
)

「
ロ
ー
マ
の
平
和
」
と
キ
リ
ス
ト
教
ー
キ
リ
ス
ト
教

　
拡
大
原
因
考
ー
　
　
　
　
　
本
学
教
授
　
新
田
　

一
郎
残

王
権
と
神
泉
苑
　
京
都
橘
女
子
大
学
教
授
　
細
州
　
涼
一
氏

専

攻

分
け

説

明

会

　
　

=

月

二
八
日

(
水
)　

昼
休
み

　

一
回
生
と
先
生
方

の
交
流
を

は
か
り

つ
つ
、
二
回
生

に
な

る
に
あ
た

っ
て
の
、
蓴
攻
分
け

の
た
め

の
説

明
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
専
攻

の
先
生
方

に
よ
る
説
明
を
し
て
い
た
だ

い

た
後

、
質
聞
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
専
攻
を
決
め
て
い
た
人

が
多

か

っ
た

の
か
、
質
問

は
ほ
と

ん
ど
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

四
回
生
予
餞
会

　
　

一
二
月
二
〇
日

(木
)

　
四
回
生
が
卒
業
論
文
を
提
出
し
た
後
、
午
後
六
時
か
ら
祗

園
の

「か
が
り
火
」
に
て
予
餞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業

論
文
を
仕
上
げ
て
提
出
を
終
え
た
先
輩
方
の
晴
れ
や
か
な
笑

顔
と
、
先
生
方
と
の
和
や
か
で
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、
予
餞

会

は
終
了
し
ま
し
た
。

早
春

の
学

会

旅

行

　
　
三
月
二
二
日

(
金
)
・
二
三
目

(土
)

　
能
登

・
金
沢

、
和
倉
温
泉

へ
の
旅

行

を

企
画
し
て
い
ま

す
。

　
　
　

　
　
　

(
欅
田
志
穂

・
小
谷
美
記
子

・
高
山
乃
美
)

二
〇

〇

騨
年

度

　
史
学
科
共
通

講
義史

学
研
究
入
門
A

史
学
研
究
入
門
B

　
日
本
史
概
論
A

　
日
本
史
概
論
B

　
東
洋
史
概
論
A

　
東
洋
史
概
論
B

　
西
洋
史
概
論
A

　
西
洋
史
概
論
B

　
考
古
学
A
・
B

　
民
俗
学
A
・
B

　
日
本
美
術
史
A
・
B

　
東
洋
美
術
史

　
西
洋
美
術
史

　
歴
史
地
理
学
A
・
B

　
人
文
地
理
学
A
・
B

　
地
誌
学

講
読

　
漢
文
A
・
B

演
習

　
史
学
基
礎
演
習
A

史
学
科
講
義
題
目

　
　
　
　
　
　
常
松
教
授

柴
田
教
授

・谷
口
助
教
授

　
　
　
　
　
　
瀧
浪
教
授

　
　
　
　
　
坂
口
助
教
授

　
　
　
　
　
　
植
松
教
授

　
　
　
　
　
　
檀
上
教
授

　
　
　
　
　
　
新
田
教
授

　
　
　
　
　
　
常
松
教
授

家
根

・
堀
内
・
梶
川
講
師

　
　
　
　
　
　
根
井
講
師

　
　
　
　
　
　
河
上
講
師

　
　
　
　
　
　
竹
浪
講
師

　
　
　
　
　
　
愛
宕
講
師

　
　
　
　
　
　
中
村
教
授

　
　
　
　
　
　
中
村
教
授

　
　
　
　
　
　
中
村
教
授

古
松
講
師

　
　
　
常
松

・
中
霞

・
瀧
浪

・
柴

田
教
授

・
谷

口
助
教
授

史
学
基
礎
演
習

B

　
　
　
永

田

・
檀
上

・
古
賀

・
稲
本
教
授

・
坂

口
助
教
授
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史 窓

　
日
本
史
専
攻

特
講

　
古
代
社
会
と
都
城
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
浪
教
授

　
古
代
の
王
権
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
浪
教
授

　
宮
廷
と
貴
族
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
浪
教
授

　
日
本
史
特
殊
2
・
2
A
・
2
B
　
　
　
　
、
稲
本
教
授

　
近
世
・
近
代
の
地
域
社
会
の
諸
問
題
　
　
　
　
中
山
教
授

　
移
民
社
会
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
　
　
　
　
　
坂
口
助
教
授

　
近
世
の

「知
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
教
授

　
日
本
文
化
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
路
講
師

講
読

　
日
本
史
講
読
I
A
・
B
　
　
　
中
山
教
授

・
坂
口
助
教
授

　
貨
本
史
講
読
豆
　
　
　
　
　
　
　
瀧
浪
教
授

・
稲
本
教
授

　
日
本
古
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
本
教
授

・
中
山
教
授

演
習

　
日
本
史
演
習
-

　
　
　
　
瀧
浪

・
稲
本
・
中
山

・
柴
田
教
授

・
坂
ロ
助
教
授

　
日
本
史
演
習
H

　
　
　
　
瀧
浪

・
稲
本
・
中
山
・
柴
田
教
授

・
坂
口
助
教
授

　
東
洋
史
専
攻

特
講

　
元
明
時
代
東
南
沿
海
社
会
の
諸
問
題
　
　
　
　
檀
上
數
授

　
元
末
明
初
東
南
沿
海
社
会
の
諸
問
題
　
　
　
　
檀
上
教
授

　
明
末
東
南
沿
海
社
会
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　檀
上
教
授

　
朝
鮮
古
代
史
を
考
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
講
師

　
古
代
東
北
ア
ジ
ア
史
を
考
え
る
　
　
　
　
　
　
田
中
講
師

　
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
西
ア
ジ
ア
史
　
　
　
　
　
谷
口
助
教
授

　
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
西
ア
ジ
ア
史
総
論
　
　
　
谷
口
助
教
授

　
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
西
ア
ジ
ア
史
各
論
　
　
　
谷
口
助
教
授

　
中
国
史
史
料
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
田
講
師

　
中
国
古
代
官
僚
制
度
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
永
田
教
授

　
東
ア
ジ
ア
の
法
と
習
慣
　
　
　
　
　
　
　
　
　冨
谷
講
師

講
読

　
東
洋
史
講
読
I
A
・
B
　
　
　
　
岡
本
講
師

・
角
谷
講
師

　
東
洋
史
講
読
H
　
　
　
　
　
　
　
靄
谷
講
師

・
田
中
講
師

　
東
洋
史
講
読
皿
　
　
　
　
　
　

永
田
教
授

・
檀
上
教
授

演
習

　
東
洋
史
演
習
-

　
　
　
　
　
　
　
永
田
・
植
松

・
檀
上
教
授
・
谷
口
助
教
授

　
東
洋
史
演
習
-

　
　
　
　
　
　
　
永
田
・
植
松

・
檀
上
教
授
・
谷
口
助
教
授

　
西
洋
史
専
攻

特
講

　
イ
ギ
リ
ス
近
代
の
政
治
と
社
会
　
　
　
　
　
　古
賀
教
授

　
イ
ギ
リ
ス
近
代
の
政
治
と
社
会
-
　
　
　
　
　
古
賀
教
授

　
イ
ギ
リ
ス
近
代
の
政
治
と
社
会
狂
　
　
　
　
　
古
賀
教
授

　

「
ロ
ー
マ
の
平
和
」
の
持
つ
歴
史
的
意
義
　
　
新
田
教
授

　
中
世
末
期
フ
ラ
ン
ス
の
貴
族
階
級
　
　
　
　
　
江
川
講
師

　
近
世
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
都
市
と
外
国
人
ネ
ッ

　
　
ト
ワ
ー
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
冖河
講
師

　
ド
イ
ツ
教
育
社
会
史
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
望
田
講
師

　
バ
ル
カ
ン
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
文
化
交
流
　
中
村
教
授

講
読

　
西
洋
史
講
読
王
A
・
B
　
　
　
　
　
　
　
　
　常
松
教
授

　
西
洋
史
講
読
豆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
講
師

　
西
洋
史
講
読
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
講
師

演
習

　
西
洋
史
演
習
-
　
　
　
　
　
　
新
田
・
古
賀

・
常
松
教
授

　
西
洋
史
演
習
H
　
　
　
　
　
　
新
田
・
古
賀

・
常
松
教
授

二
〇

〇

嗣
年

度
　

卒
業
論

文

題

目

　
日
本
史
専
攻

阿
井
　
靖
恵
　
北
条
政
子
と
い
う
女
性

浅
野
　
友
紀
　
出
島
-
鎖
国
下
に
お
け
る
出
島
の
存
在
と
機

　
　
　
　
　
　
　
能
に
つ
い
て
…

綾

万
貴
子

幕
臣

・
榎
本
武
揚
の
箱
館
戦
争

荒
井
　
葉
子
　
勧
進
に
よ
る
東
大
寺
再
建
の
意
義

生
田
亜
由
美
　
継
体
天
皇
の
出
自
と
豪
族
た
ち

石
川
　
亜
未
　
江
戸
美
人
画
の
享
受
層
i
春
信
・
溝
長

・
歌

　
　
　
　
　
　
　
麿
i

石
塚
　
香
織
　
平
安
貴
族
の
生
活
に
お
け
る
菓
子

伊
藤
　
智
子
　
雛
祭
-
江
戸
時
代
を
中
心
に
i

今
西
　
裕
美
　
伏
見
人
形
の
名
産
化

太
田
　
晶
子

新
発
田
藩
内
の
神
社
-
神
社
と
人
々
の
関
わ

　
　
　
　
　
　

hソ
ー

大
平
　
香
奈
　
河
鍋
暁
斎
i
雅
号
を
中
心
に
1

岡
野
　
美
里
　
二
・
二
六
事
件
-
青
年
将
校
の
挫
折
i

岡
村
　
綾
乃
　
満
映
と
李
香
蘭

奥
田
　
梨
紗
　
鎌
倉
幕
府
と
関
東
水
軍
-
三
浦
一
族
の
歴
史

　
　
　
　
　
　

を
た
ど
る
1

柏
木

郁
子
　
関
西

「私
鉄
王
国
」
の
発
達

川
崎
　
理
恵
　
地
域
社
会
に
お
け
る
頒
暦
の
意
義
-
山
口
県

　
　
　
　
　
　

豊
浦
町
の
場
合
ー

川
西
亜
由
美
　
分
国
法
　
長
宗
我
部
氏
掟
書

川
端
　
紀
子
　
平
重
盛
　
虚
像
と
実
像

北
野
　
　
薫
　
中
臣
民
の
一
考
察

北
村
　
麻
衣
　
俗
信
憑
物

・狐
憑
き

木
下
　
恭
子
　
近
代
物
流
に
お
け
る
中
央
卸
売
市
場
の
成
立

木
本
　
久
子
　
平
安
京
に
お
け
る
陵
墓
地
の
選
定
に
つ
い
て

黒
子
　
佳
恵
　
ア
イ
ヌ
の
神
信
仰
と
衣
裳
文
様

坂
本
　
直
子
　
土
馬
-
兵
庫
県
を
例
に
ー

坂
本
　
恵
美
　
江
戸
時
代
に
お
け
る
砂
糖
の
普
及

佐
竹
　
　
舞
　
　『新
論
』
に
お
け
る
天

品
村
　
　
香
　
倭
寇
i
朝
鮮
半
島
を
お
そ
う
倭
寇
ー

末
浪
　
聡
子
　
フ
ラ
ン
ク
・
胃
イ
ド
・
ラ
イ
ト

鈴
鹿
　
　
芽
　
江
戸
の
消
防
制
度

高
岡

那
美

東
京
裁
判
と
広
田
弘
毅

高
木
　
香
織
　
長
崎
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人

高
木
　
杏
子
　
江
戸
時
代
日
本
人
の
世
界
像
に
つ
い
て

高
橋
　
清
子
　
禁
色
考

位
色
の
変
遷
と
の
関
わ
り

巽
　
　
由
味
　
江
戸
期
の
広
告
　
戯
作
者
と
坂
本
氏
の
活
躍

田
中
　
紀
子
　
戦
後
沖
縄
の
音
楽
文
化
と
そ
の
変
容
i
流
行

　
　
　
　
　
　

歌
の
推
移
を
中
心
に
i

殿
村
　
全
代
　
　「剃
刀
」
政
治
家
と
初
期
議
会
-
陸
奥
宗
光

　
　
　
　
　
　

小
論

戸
松
由
美
子
　
会
津
藩
士
の
昌
平
坂
学
問
所
遊
学
に
つ
い
て

中
土
満
智
子

七
世
紀
の
日
朝
関
係
ー
前

・
中
期
を
中
心

　
　
　
　
　
　

に
ー

中
村
　
聡
子
　
法
廷
と
い
う
戦
場
で
l
-大
用
周
明
と
東
京
裁
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彙　　　報

　
　
　
　
　
　
　
判
ー

中
安
　
慶
子
　
尾
道
商
家
橋
本
家
の
経
営
と
広
島
藩
札

永
盛
　
　
恵
　
平
安
時
代
初
期
の
親
王
に
つ
い
て

西
川
亜
希
子
　
大
正
洋
装

西
谷

梨
沙
　
ラ
ジ
オ
番
組
と
情
報
統
制

二
宮
　
朱
美
　
中
世
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
村
上
水
軍
の
役
割

沼
田
安
寿
美
　
北
条
民
の
源
流
ー
伊
豆
北
条
氏
に
つ
い
て
1

日
笠
真
佐
子

近
世
花
火
の
基
礎
的
研
究

広
瀬
　
佳
枝
　
動
物
と
人
と
の
関
わ
り
合
い

藤
照
佳
名
子
　
摂
関
期
の
女
性
と
出
家

藤
原
亜
紀
子
　
中
世
斎
王
に
つ
い
て
i
玉
葉
よ
り
た
ど
る
1

松
濁
　
亜
美

修
羅
と
能

宮
本
　
紘
子
　
変
化
朝
顔
に
み
ら
れ
る
江
戸
文
化
の
特
質

森
本
江
里
子
　
日
本
女
性
の
洋
装
化
ー
下
着
か
ら
考
え
る
ー

藪
内
真
紀
子

紅
燈
の
灯
は
消
え
た
の
か
ー
国
家
に
よ
る
戦

　
　
　
　
　
　
　
後
の
売
春
体
制
-

山
下
　
夏
紀
　
雅
楽
寮
に
つ
い
て

山
本
満
理
子
　
藪
内
家
の
茶
-
剣
仲
と
竹
心
…

吉
田
　
　
睦
　
道
長
を
と
り
ま
く
女
性
た
ち

伊
藤
　
綾
野
　
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
職
業
婦
人

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

藤
田
　
麻
里
　
年
中
行
事
障
子
と
そ
の
後
の
儀
礼
に
つ
い
て

　
東
洋
史
専
攻

井
手
　
　
文
　
白
仁
甫
と
金
末
元
初
の
知
識
人

内
山
け
い
子
　
郵
便
と
駅
伝
制
-
站
赤
と
急
逓
鋪
ー

梅
崎
　
加
恵
　
故
宮
文
物
の
南
遷
と
台
湾
移
送
-
中
華
文
化

　
　
　
　
　
　
　
継
承
の
意
義
ー

大
村
梨
恵
子
　
イ
ン
ド
婚
姻
法
の
変
化
ー
イ
ギ
リ
ス
支
配
が

　
　
　
　
　
　
　
も
た
ら
し
た
も
の
1

岡
本
圭
威
子
　
後
漢
王
朝
と
献
帝
-
そ
の
真
実
の
姿
i

奥
村
　
悠
子
　
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
ー

　
　
　
　
　
　
　
フ
セ
イ
ン
交
渉
ー
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
を
中

　
　
　
　
　
　
　
心
に
ー

梶
　
美
由
紀
　
呂
不
羣
と

『
呂
属
春
秋
』

河
口
　
紀
子
　
幕
末
日
本
と
琉
球
…
海
外
儔
報
の
受
容
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
の
影
響
ー

川
崎
　
文
子
　
晩
清
政
権
の
対
外
政
策
と
総
理
各
国
事
務
衙

　
　
　
　
　
　
　
門

北
山
　
公
子
　
韓
非
の
思
想
と
官
僚
制

喜
家
村
愛
子
　
擾
乱
の
新
疆
ー
そ
の
支
配
者
た
ち
i

久
世
さ
つ
き
　
漢
の
武
帝
の
人
材
登
用
に
つ
い
て
ー
衛
青

・

　
　
　
　
　
　
　
霍
ま
病
二
人
の
将
軍
i

百
済
　
美
枝
　
古
代
日
本
政
権
下
の
百
済
王
氏

栗
生
由
美
子
　
辛
亥
革
命
期
の
孫
文
に
見
ら
れ
る
戦
略
と
し

　
　
　
　
　
　
　
て
の
日
本
観
1

「満
州
」
租
借
問
題
を
中

　
　
　
　
　
　
　
心
に
i

黒
川
麻
梨
子
　
宮
崎
滔
天
と
中
国
革
命
1
そ
の
思
想
と
限

　
　
　
　
　
　
　
界
ー

黒
木
　
雅
奈
　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
け
る
写
真
報
道
ー
何
を

　
　
　
　
　
　
　
報
道
と
い
う
の
か
1

香
西
　
聖
子
　
秦
始
皇
帝
の
人
物
像
1
そ
の
業
績
を
中
心
と

　
　
　
　
　
　
　
し
て
ー

小
橋
　
裕
子
　
紅
衛
兵
運
動
の
思
想
的
根
源
ー
家
庭
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
学
校
で
の
教
育
を
中
心
に
i

迫
田
　
慶
子

梁
啓
超
と
清
末
の
女
性
解
放
運
動

小
路
　
淳
子
　
則
天
武
后
の
政
治
に
み
る
功
罪
の
一
考
察

鈴
木
　
直
子
　
宋
初
、
茶
法
の
変
遷
と
商
人
の
台
頭

関
谷
　
尚
子
　
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
と
地
方
貿
易
商
人

　
　
　
　
　
　
　
1
中
国
近
代
化
過
程
に
お
け
る
そ
の
影
響

　
　
　
　
　
　
　
と
役
割
-

田
中
久
美
子
　
新
文
化
運
動
期
の
陳
独
秀
の
思
想

角
川
奈
緒
美
　
中
国
古
代
に
お
け
る
天
思
想
の
変
化

内
藤
　
涼
子
　
道
光
期
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
貿
易
論
争
-
弛
禁

　
　
　
　
　
　
　
論
と
厳
禁
論
を
中
心
に
1

中
村
　
　
舞
　
唐
代
長
安
城
に
お
け
る
東
市
と
西
市

仁
科

依
子
　
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

　
　
　
　
　
　
　
支
配
と
そ
の
過
程

野
田
　
晶
子
　

『
大
義
覚
迷
録
』
に
お
け
る
清
朝
の
正
統
性

日
野
詩
帆
織
　
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
分
離
独
立
史
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
る
ガ
ン
デ
ィ
ー
・
ジ
ン
ナ
ー
会
談
の
意
義

兵
頭
　
聡
子

南
京
防
衛
軍
の
崩
壊
と
そ
の
要
因

平
谷
有
希
子
　
後
漢
中
期
に
お
け
る
清
流
派
官
僚
の
進
出

福
原
か
お
り
　
袁
世
凱
の
帝
政
選
択
の
原
因
を
め
ぐ
っ
て

松
本
　
恭
子
　
訓
民
正
音
創
制
の
意
義

水
本

有
希

朝
鮮
分
断
国
家
の
成
立
に
つ
い
て

巳
波
こ
ず
え
　
前
漢
代
の
対
匈
奴
関
係
に
お
け
る
一
考
察

宮
川
　
知
子
　
顔
真
卿
の
生
き
方
に
つ
い
て

村
上
　
あ
い
　
奉
天
時
代
の
張
学
良
軍
閥
政
権
1
そ
の
形
成

　
　
　
　
　
　
　
と
崩
壊
へ
の
軌
跡
-

村
上
　
栄
美
　
ア
シ
ョ
ー
カ
王
時
代
の
官
吏
ー
チ
ャ
ン
ド
ラ

　
　
　
　
　
　
　
グ
プ
タ
時
代
と
の
比
較
ー

森
尾
　
佳
世
　
太
平
公
主
の
政
治
的
失
脚
の
原
因

矢
野
　
伴
恵
　
明
代
嘉
靖
期
に
お
け
る
福
建
と
密
貿
易

山
崎
　
祐
恵
　
南
朝
鮮
独
立
過
程
に
お
け
る
反
託
運
動
の
性

　
　
　
　
　
　
　
質

横
澤
ま
り
子
　
中
国
冬
至
節
の
行
事
と
風
習
の
変
化
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
て

横
田
　
順
子
　
シ
ュ
メ
ー
ル
都
市
ラ
ガ
シ
ュ
に
お
け
る
エ
ン

　
　
　
　
　
　
　
シ
権
の
変
化
ー
ウ
ル
第
三
王
朝
の
中
核
地

　
　
　
　
　
　
　
域
支
配
に
関
す
る
一
考
察
ー

六
井
　
浩
子
　
中
国
古
代
服
色
考

　

西
洋
史
専
攻

荒
尾
　
仁
子
　
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
博
士
ザ
メ
ン
ホ
フ

板
倉
　
　
愛
　
イ
ギ
リ
ス
中
世
都
市
の
変
容
に
つ
い
て

岩
井
さ
や
か
　
ロ
ー
マ
平
和
期
の
見
世
物
-
剣
闘
士
闘
技
を

　
　
　
　
　
　
　
中
心
と
し
て
i

大
平
　
嘉
奈
　
シ
エ
イ
エ
ス
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
戦
略

木
本
　
真
世
　
ヒ
ッ
タ
イ
ト
に
関
す
る
一
考
察

後
藤
み
ど
り
　
産
業
革
命
期
に
お
け
る
炭
鉱
労
働
者
の
状
態

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
1
北
東
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
に
ー

是
澤

綾

ス
パ
ル
タ
の
国
制
ー
プ
ラ
ト
ン
の
理
想
国
家

　
　
　
　
　
　
　
論
と
の
関
わ
り
1

鷺
　
み
ず
ほ
　
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
が
見
た
十
字
軍
ー
ア
レ
ク
シ

　
　
　
　
　
　
　
ナ
ス
一
世
の
時
代
を
中
心
に
ー

瀬
口
奈
津
紀
　
映
画
合
衆
国

高
田
　
春
奈
　
ル
イ
十
五
世
期
に
お
け
る
寵
姫
の
意
義
と
変

　
　
　
　
　
　
　
遷

武
津
　
麻
弥
　
ポ
リ
ス
社
会
に
お
け
る
女
性
の
地
位
ー
ア
テ

　
　
　
　
　
　
　
ナ
イ
市
の
場
合
を
中
心
に
i

谷
本
　
美
鈴
　
第
三
帝
国
の
若
者
た
ち

谷
本
　
裕
子
　
イ
ギ
リ
ス
茶
貿
易
の
発
展
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史 窓

近
久
　
麻
衣
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
征
服
王
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
征

　
　
　
　
　
　
　
服
・
統
治
成
功
の
背
景
ー
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
公
国
の
性
格
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
ー

刀
谷
　
文
子
　
ル
イ
十
六
世
の
裁
判
と
処
刑
の
意
味

徳
山
　
真
由
　
中
世
後
期
ケ
ル
ン
の
商
工
業
に
お
け
る
女
性

　
　
　
　
　
　
　
た
ち

中
原

悠
子

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
中
産
階
級
女
性

那
須
　
千
秋
　
戦
後
ド
イ
ツ
の
極
右
政
党
の
変
遷

新
田
　
　
恵
　
ヘ
ン
リ
i
八
世
治
世
の
宗
教
改
革
に
つ
い
て

中
川
　
直
子
　
ウ
ォ
ル
ト

・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
帝
国
ー
デ
ィ
ズ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
ー
の
創
造
作
品
-

橋
本

麻
衣
　
イ
ギ
リ
ス
の
二
枚
舌
、
そ
の
罪

馬
場
千
恵
子
　
フ
ラ
ン
ク
民
族
の
カ
ト
リ
ッ
ク
受
容

平
松
　
美
和
　
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
帝
国
と
中
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
　
　
　
　
　
　
世
界
ー
国
家
の
世
俗
化
・
近
代
化
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
を
め
ぐ
っ
て
1

松
原
美
由
紀
　
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
関
わ
っ
た
知
識
集
団
ー

　
　
　
　
　
　
　
ボ
ル
ド
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
と
ブ
リ
1
メ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ソ
ン
ー

水
間
　
敬
子
　
ナ
イ
ル
川
と
神
々
ー
王
朝
時
代
の
幕
開
け
ー

宮
本
　
雪
絵
　
エ
ト
ル
リ
ア
研
究
序
説
i
国
家
の
特
徴
と
限

　
　
　
　
　
　
　
界
-

宮
脇
　
　悠

　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
政
治
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
い
て

矢
島
　
道
子
　
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
史
研
究
ー
そ
の
神
概
念
の

　
　
　
　
　
　
　
形
成
を
め
ぐ
っ
て
1

山
川
　
涼
子
　
中
世
の
写
本
挿
絵
に
見
る
挿
絵
と
枠
の
変
遷

二
〇
〇

糊
年

度
　
大

学

院
文
学

研
究

科

　
史
学
専
攻
博
士
前
期

(
修
士
)
課
程
講
義
題
目

特
論

　
古
代
都
市
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
浪
教
授

　
戦
国
大
名
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
本
教
授

　
近
世
大
地
主
制
の
成
立
と
展
開

(皿
)
　
　
　

中
山
教
授

※
日
本
に
お
け
る
移
民
史
研
究
の
成
果
と
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
口
助
教
授

　
対
外
観
の
変
遷
・
推
移
の
追
跡
　
　
　
　
　
　
杉
井
講
師

※
近
世
の

「知
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
教
授

※
京
都
の
文
化
を
中
心
に
考
え
る
　
　
　
　
　

山
路
講
師

　
日
本
古
文
書
学
特
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　下
坂
講
師

　
出
土
文
字
資
料
に
よ
る
申
国
古
代

・
中
世
史

　
　
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
教
授

　
中
国
社
会
と

「士
」
階
層
　
　
　
　
　
　
　
　檀
上
教
授

　
中
国
社
会
史
特
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
松
教
授

※
東
ア
ジ
ア
の
法
と
習
慣
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
谷
講
師

※
中
国
史
史
料
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　木
田
講
師

※
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
の
西
ア
ジ
ア
　
　
　
　
　
谷
口
助
教
授

※
バ
ル
カ
ン
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
文
化
交
流
　
中
村
教
授

　

ロ
ー
マ
帝
国
と
キ
リ
ス
ト
教
　
　
　
　
　
　
　新
田
教
授

※
中
世
末
期
フ
ラ
ン
ス
の
貴
族
階
級
　
　
　
　

江
川
講
師

　
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
と
世
界
シ
ス
テ
ム
論
　
　
古
賀
教
授

　
ア
メ
リ
ヵ
大
衆
社
会
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　常
松
教
授

※
近
世
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
都
市
と
外
国
入
ネ
ッ

　
　
ト
ワ
ー
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
河
講
師

※
ド
イ
ツ
近
現
代
に
お
け
る
教
育
と
社
会
　
　

望
田
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(※
は
学
部
共
通
)

演
習

　
日
本
史
演
習
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
浪
教
授

　
日
本
史
演
習
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
本
教
授

　
日
本
史
演
習
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
肉
教
授

　
日
本
史
演
習
W
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
教
授

　
日
本
史
演
習
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　坂
臼
助
教
授

　
東
洋
史
演
習
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
教
授

　
東
洋
史
演
習
豆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
松
數
授

　
東
洋
史
演
習
錣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
檀
上
教
授

　
東
洋
史
演
習
W
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
助
教
授

　
西
洋
史
演
習
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
田
教
授

　
西
洋
史
演
習
葺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀
教
授

　
西
洋
史
演
習
獗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
教
授

　
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
講
義
題
圍

特
殊
研
究

　
女
帝
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
浪
教
授

　
日
本
史
特
殊
研
究
R
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
本
教
授

　
米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
大
地
主
制
の
確
立

　
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
教
授

臼
本
史
特
殊
研
究
W
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
口
助
教
授

近
世
の
社
会
と
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
教
授

東
洋
史
特
殊
研
究
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
教
授

元
代
史
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
松
教
授

明
清
時
代
の
国
家
と
社
会
　
　
　
　
　
　
　
　
檀
上
教
授

イ
ス
ラ
…
ム
史
料
論
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
助
教
授

ロ
:
マ
帝
国
の
州
分
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
田
教
授

イ
ギ
リ
ス
近
代
史
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
古
賀
教
授

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
衆
社
会
の
成
立
1
そ

　
の
前
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
教
授

二
〇
〇

騙年
度
　
大
学
院
修
士
論
文
題
目

佐
竹
　
朋
子
　
幕
末
公
家
社
会
に
お
け
る
政
治
意
識
の
形
成

　
　
　
　
　
　
　
-
修
陵
事
業
の
展
開
を
通
じ
て
ー

藤
江
美
由
紀
　
堀
平
左
衛
門
の
殉
死

水
谷
　
友
紀
　
奈
良
町
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
の
一
考
察
i

　
　
　
　
　
　
　
享
保
期
以
降
に
み
え
る
町
代
の
動
向
を
め

　
　
　
　
　
　
　
ぐ
っ
て
i

南
　
　
晃
子
　
阿
蘭
陀
通
詞
の
基
礎
的
研
究

武
藤
佳
央
理
　
近
代
日
本
の
朝
鮮
政
策
ー
天
津
条
約
の
締
結

　
　
　
　
　
　
　
と
そ
の
史
的
意
義
-

山
中
　
裕
子
　
陸
軍
と
統
帥
権
問
題
ー
一
九
二
〇
年
代
前
半

　
　
　
　
　
　
　
を
中
心
に
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(以
上
日
本
史
)

津
川
　
智
美
　
方
士
の
変
遷
と
そ
の
特
質

馬
場
理
惠
子
　
劉
歇
の
思
想
と
展
開
-
讖
緯
の
形
成
と
経

　
　
　
　
　
　
　
学
ー

村
松
　
賢
子
　
北
斉
佛
教
の
特
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(以
上
東
洋
史
)

二
〇
〇

躙
隼
度
　
大
学
院
行
事

研
究
発
表
会

・
そ
の
他

四
月
二
〇
霞
　
大
学
院
歓
送
迎
会

(「萬
三
」
に
て
)

五
月
一
八
日
　
第

一
回
研
究
発
表
会

　
　
　
　
　

北
斉
仏
數
の
興
隆
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
村
松

賢
子

142



彙　　 報

　
　
　
　
　
　
明
治
初
期
に
お
け
る
旧
幕
臣
の
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
加
藤

悦
子

　
　
　
　
　
　
明
末
の
日
本
観
と
海
防
策
-
寧
波
争
貢
事

　
　
　
　
　
　
　
件
か
ら
海
禁
解
除
に
至
る
ま
で
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
1
　
木
岡
さ
や
か

　
　
　
　
　
　
『
四
庫
全
書
』
編
纂
に
み
る
清
朝
の
世
界

　
　
　
　
　
　
　
観
　
　
　
　
　

M
-
　

田
中

絢
子

　
　
　
　
　
　
戦
後
処
理
論
　
　
　
M
1
　
辻
川
野
乃
子

　
　
　
　
　
　
政
党
政
治
の
崩
壊
に
伴
う
元
老
機
能
の
低

　
　
　
　
　
　
　
下
に
つ
い
て
　
M
1
　
西
岡
山
奈
仁
子

　
　
　
　
　
　
室
町
時
代
後
期
の
京
極
氏
に
つ
い
て
1
応

　
　
　
　
　
　
　
仁

・
文
明
の
乱
前
後
を
中
心
と
し
た
江

　
　
　
　
　
　

北
に
お
け
る
立
場
の
変
化
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
-
　
野
本

景
子

　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
変
遷
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
1
　
長
谷
川
真
希

　
　
　
　
　
　
一
八
四
六
年
穀
物
法
廃
止
と
地
主

・
貴
族

　
　
　
　
　
　

層
　
　
　
　
　
M
1

松
木

志
保

　
　
　
　
　

桂
宮
淑
子
内
親
王
に
つ
い
て
ー
宮
家
を
相

　
　
　
　
　
　

続
し
た
内
親
王
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
1
　
宮
内
　
睦
美

　
　
　
　
　
　
元
代
の
茶
法
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
1
　
宮
崎

美
幸

編ハ
月
　
　一
R
冖　
第
二
回
研
究
発
表
会

　
　
　
　
　

幕
末
の
修
陵
事
業
　
M
2
　
佐
竹
　
朋
子

　
　
　
　
　

方
士
の
変
遷
と
そ
の
特
徴
…
秦
漢
期
を
中

　
　
　
　
　
　

心
と
し
て
　
　
　
M
2
　
津
川
　
智
美

　
　
　
　
　
　
王
葬
革
命
に
お
け
る
劉
歌
の
思
想
的
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
馬
場
理
惠
子

　
　
　
　
　

近
世
の
殉
死
に
つ
い
て
-
肥
後
細
川
家
を

　
　
　
　
　
　

中
心
に
ー
　
　
　
M
2
　
藤
江
美
由
紀

　
　
　
　
　

近
代
奈
良
町
の
存
在
形
態
ー
現
段
階
に
お

　
　
　
　
　
　

け
る
問
題
の
所
在
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
水
谷

友
紀

　
　
　
　
　

阿
蘭
陀
通
詞
と
文
化
二
年
長
崎
日
露
会
談

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
　
　

M
2

南
　
　晃
子

　
　
　
　
　

近
代
日
本
の
朝
鮮
政
策
i
明
治
前
期
を
中

　
　
　
　
　
　

心
に
i
　
　
　
　
M
2
　
武
藤
佳
央
理

　
　
　
　
　
　

統
帥
大
権
を
め
ぐ
る
基
礎
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
山
中
　
裕
子

七
月
一
〇
・
一
一
資
　
修
士
論
文
準
備
報
告
会

　
　
　
　
　
　

幕
末
の
修
陵
事
業
　
M
2
　
佐
竹
　
朋
子

　
　
　
　
　
　

近
世
の
殉
死
に
つ
い
て
ー
肥
後
細
川
家
を

　
　
　
　
　
　
　

中
心
に
I
　
　
　
M
2
　
藤
江
美
由
紀

　
　
　
　
　
　

近
世
奈
良
町
の
存
在
形
態
ー
町
代
の
動
向

　
　
　
　
　
　
　

を
中
心
に
ー
　
　
M
2
　
水
谷
　
友
紀

　
　
　
　
　
　

阿
蘭
陀
通
詞
と
文
化
二
年
日
露
会
談
に
つ

　
　
　
　
　
　
　

い
て
　
　
　
　
M
2

南
　
　晃
子

　
　
　
　
　
　

近
代
日
本
の
朝
鮮
政
策
ー
明
治
前
期
を
中

　
　
　
　
　
　
　

心
と
し
て
ー
　
　
M
2
　
武
藤
佳
央
理

　
　
　
　
　
　

統
帥
大
権
を
め
ぐ
る
基
礎
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
山
中
　
裕
子

　
　
　
　
　
　

方
士
の
変
遷
と
そ
の
特
質
i
秦
漢
期
を
中

　
　
　
　
　
　
　

心
と
し
て
i
　
　
M
2
　
津
川
　
智
美

　
　
　
　
　
　

王
葬
革
命
に
お
け
る
劉
散
の
思
想
的
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

M
2
　
馬
場
理
惠
子

　
　
　
　
　
　

北
斉
時
代
に
お
け
る
仏
教
信
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
2
　
村
松
　
賢
子

一
二
月
　
七
日
　
第
三
回
研
究
発
表
会

　
　
　
　
　
　

中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
近
江
湖
岸
領
域

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
の
一
考
察
…
近
世
菅
浦
村
研

　
　
　
　
　
　
　

究
へ
の
課
題
と
展
望
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

D
3
　
岸
　
　
妙
子

　
　
　
　
　
　

幕
末
期
山咼
松
藩
の
砂
糖
生
産
の
特
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
2
　
宇
佐
美
尚
穂

　
　
　
　
　
　

柴
四
朗
の
「国
粋
保
存
主
義
」
i

『大
阪

　
　
　
　
　
　
　

毎
日
新
聞
』
主
筆
就
任
か
ら
退
社
ま

　
　
　
　
　
　
　

で
…

　

　

　

D
3

高
井
多
佳
子

　
一
月
一
一
日
　
第
四
回
研
究
発
表
会

　
　
　
　
　
　

北
魏
末
期
の
爾
朱
栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
修
者
　
小
島
　
典
子

修
士
論
文
申
問
発
表
会

一
一
月
七
・
八
鼠

　
　
　
　
　
　

幕
末
の
修
陵
事
業
　
M
2
　
佐
竹
　
朋
子

　
　
　
　
　
　

近
世
の
殉
死
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
M
2
　
藤
江
美
由
紀

近
世
奈
良
町
に
お
け
る
町
代
に
つ
い
て
の

　

一
考
察
　
　
　
　
M
2
　
水
谷
　
友
紀

阿
蘭
陀
通
詞
に
つ
い
て
i
文
化
二
年
日
露

　
交
渉
を
中
心
と
し
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
M
2
　
南
　
　
晃
子

近
代
日
本
の
朝
鮮
政
策
ー
明
治
前
期
を
中

　
心
と
し
て
ー
　
　
M
2
　
武
藤
佳
央
理

統
帥
大
権
を
め
ぐ
る
基
礎
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
M
2
　
山
中
　
裕
子

方
士
の
変
遷
と
そ
の
特
質

　
　
　
　
　
　
　
　
M
2
　
津
川
　
智
美

劉
敵
の
思
想
と
そ
の
展
開
ー
讖
緯
の
形
成

　
と
経
学
ー
　
　
　
M
2
　
馬
場
理
惠
子

中
国
仏
教
の
発
展
段
階
に
お
け
る
北
斉
仏

　
教
の
特
性
　
　
　M
2

村
松

賢
子

研
究
室
だ
よ
り

　
新
世
紀

の
幕
開
け
と
な
る
本
年
度

四
月
、
新
し
く
新

田

一

郎
教
授
が
ご
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
新

田
教
授

の
ご
専
門

は
古

代

ロ
ー

マ
史

で
、
西
洋
史
特
殊
や
演
習
1

・
H
を
担
当

さ
れ

て
い
ま
す
。
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
史
学
科

の
ス
タ

ッ
フ
は

総
勢

一
四
人

に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
数
年
前

か
ら
体
調
を

く

ず
し
て
お
ら
れ
た
永

田
教
授
が
、

こ
の
三
月

一
杯

で
退
職

さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
定
年

に
は
ま
だ
間
が
あ
り
ま

し
た
が
、
教
壇

に
立

つ
の
は
無
理
と
判
断
さ
れ
て
の
ご
決
断

の
よ
う

で
す
。
教

員

・
事
務
員

・
学
生
を
問
わ
ず
、
史
学
科

一
同
、
大
変
残
念
で
名
残

り
惜
し

い
の
で
す
が
、
先
生

の
ご

意
志

で
す

の
で
、
感
謝

の
念
と
と
も

に
お
送

り
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
健
康

に
留
意

さ
れ
、
今
後

の
ご
活
躍
を
心

か
ら

お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
多
く
の
先
生
方

に
非
常
勤
講

師
と
し
て
授
業
を

担
当

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
例
年
通
り
非
常
勤

の
先
生

方
と

の
懇

親
会
を
、
五
月

一
八
日

に

「
洛
匠
」

に
て
お

こ
な

い
ま
し
た
。

　
本
年
度
四
月
か
ら
、
西
川
美
由
紀
さ
ん
が
、
史
学
科
担
当

の
事
務
員
と
し
て
学
生
共
同
研
究
室

に

つ
め
ら
れ
、
教
員

の

面
倒
や
学
生
の
相
談

に
と
忙
し
く
た
ち
働

い
て
い
た
だ
い
て
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史 窓

い
ま
す
。

　
今
年
度

の
新

入
生

は

一
四
六
名

で
、
卒
業
予
定
者

は

=
二

三
名
で
す
。
年
度
始

め
の
段
階
で
、
学
部
在
籍
者
数

は
、
休

学
者
を
含
め
五
三
九
名

に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
大
学
院
は
、
前
期
課
程
が
九
名

の
新
入
生
を
迎
え
て
計

二

〇
名

に
、
後

期
課
程
が
前
年
度
と
同
じ
く
計
三
名
で
す
。
前

後
期
あ
わ
せ
て
休
学
者
を
含
め
二
三
名

の
大
学
院
生
が
そ
れ

ぞ
れ

の
研
究
テ
1

マ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
年
度

の
史
学
科
教
員

に
よ
る
研
究
成
果

の
出
版

は
次

の

と
お
り
で
す
。
ま
ず
古
賀
教
授
が
、
ド

ロ
シ
ー

・
ト

ム
プ

ス

ン
著

『
階
級

・
ジ

ェ
ン
ダ

ー

・
ネ
イ

シ
ョ
ン
』
　
(
共
訳

、
ミ

ネ

ル
ヴ

ァ
書

房
)
を
翻
訳
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
山
教

授
が

『
巨
大
地
主
経
営

の
史
的
構
造
』
　
(
岩
田
書

院
)

を
、

坂

口
助
教
授

が

『
日
本

人

ア

メ
リ
カ
移

民

史
』

(
不
二
出

版
)
を
、
柴

田
教
授
が

『
北
野
天
満

宮

史

料

遷

宮

記

録

二
』
　
(
共
著

、
北
野
天
満
宮
)
を
上
梓

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度

の
学
会
旅
行

は
、
三
月

二
二
日

・
二
三
日
の
両

日

に
、
和
倉
温
泉

・
輪
島
方
面

に
出
か
け

る
こ
と

に
な

っ
て
い

ま
す
。

　

学

会

委

員

　
二
〇
〇

一
年
度

の
学
会
運
営

に
協
力
し
て
下
さ

っ
た
学
会

委
員
は
次
の
方

々
で
し
た
。
例
年
通
り
史
学
会
諸
行
事

の
企

画
か
ら
運
営

ま
で
、
全
般

に
わ
た

っ
て
支
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
氏
名
を
記
し
て
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
。

委

員

長

　
日
本
史
三
回
生
　
欅

田
　
志
穂

副
委
員
長
　
西
洋
史
三
回
生
　
小
谷
美
記
子

会
　
　
計
　
西
洋
史
三
回
生
　
高
橋
美
す
づ

書
　

　
記

　
西
洋
史
三
回
生
　
高
山
　
乃
美

　
　
　
　
　
薦
本
史

二
回
生
　
加
藤
麻
百
合

　
　
　
　
　
日
本
史
二
回
生
　

田
中
　
祐

子

　
　
　
　
　
　
　
　

一
回
生

飯
村

恵
美

　
　
　
　
　
　
　
　

一
回
生
　
山
内

彩

子

編

集

後

記

　

『史
窓

』
第

五
九
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
西
洋
史

の
論
文

三
本
と
日
本
史

の
史
料
紹
介

一
本

に
加
え

て
、

一
昨
年

に
亡

く
な
ら
れ
た
藤
縄
教
授

の
追
悼

録
と
、
今
年
度
末

を
も

っ
て

退
職
さ
れ
る
永

田
教
授

の
略
年

譜

・
著
作
目
録
を
掲
載
し
ま

し
た
。
藤
縄
教
授
追
悼
録
を
編

む
に
当

た

っ
て
は
、
一
二

名

の
現
旧
教
員

・
卒
業
生

の
皆
様
か
ら
追
悼
文
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。
専
攻
分
野

の
近
い
新

田
教
授

に
は
、
特

に
お

願

い
し
て
長
め
の
文
章
を
執
筆
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
追

悼
文
集

の
最
初

に
掲
載

い
た
し
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力

に

対
し

て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
諸
般

の
事
情

に
よ
り
前
号
か
ら
発
行

日
が

早

ま

っ
た

た

め
、
修
士
論
文

の
題
目
確
認
を
論
文
提
出
後

に
お
こ
な
う

こ

と
が
不
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、

一
月
下
旬
時
点

で
提
出
予
定
者

か
ら
申
し
出
が
あ

っ
た
題
目
を
掲

載
し
て
お

り
ま
す
。　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

(谷

ロ
)
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執

筆

者

紹

介

新
田

　
一
郎

本
学
教
授

古
賀
　
秀
男
　
本
学
教
授

常
松
　

　
洋

本
学
教
授

稲
本
　
紀
昭
　
本
学
教
授

　

(追
悼
録
の
執
筆
者
に
つ
い

　
て
は
各
篇
文
末
に
記
載
)

史

　

　
窓
　

　
第
59
号

二
〇
〇
二
年
二
月
五
日
　
印
刷

二
〇
〇
二
年
二
月
十
日
　
発
行

編

集
　

京

都
女
子
大
学
史

学
会

印
刷
所
　

株
式
会
社
㎎
購
同
　
朋

　
舎

発
行
所
　
　
京
都
女
子
大
学
史
学
研
究
室

　
　
　
　

京
都
市
東
山
区
今
熊
野

　
　
　
　

北
旨
吉
町
三
五

　
　
　
　

覊
(○
蓋
)
五
三
一
ー
九
一
=
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